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Abstract The purpose of this study were investigated the 

awareness of health state， physical fitness standard and exercise 
circumstance of new students. The subjects were 253 healthy college 

men and woman(average age: men=18.5 :1:0.7 years， woman=18.4土0.7

years). Main results are as follows. 

In health state and physical fitness standard， the person whom 

there was not of confidence each existed approximately 30 % and 60 

%‘ A person of 70 % experienced the physical fatigue. Many persons 

were conscious of a low standard on muscular strength and breathing 

circulation function. At entrance to school point in time， the many 
persons didn't do exercise and sports. Accordingly， exercise volume 

was almost same standard before entrance to college. At a point in 

time of entrance to college， there were necessity of health education 

to them圃
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緒言

現代社会における高度の技術革新は、人々の生

活を豊かにし、便利さ、快適さをもたらした。そ

の反面、生産活動のみならず、人々の日常生活に

おける身体活動量の低減をもたらし、健康や体力

の維持増進を困難にした1)。その反省から健康や

体力の維持増進のための改善策として、日常生活

に必要な身体活動量の確保や運動・スポーツなど

の身体活動を積極的に行うような啓蒙策が展開さ

れてきた。一般社会人を対象とした調査では、健

康や運動に対する意識が向上し、日常生活に運動

やスポーツを取り入れている人々が増加している

ことが認められている 2，3)。しかし、将来の高齢化

社会を担う有望な若人である学生においては、運

動やスポーツを日常生活に取り入れて実施してい

る者は極めて少なく、健康や体力の維持増進に対

する意識も低いことが示されている4)。

愛知工業大学基礎教育系(豊田市)

人聞の身体を形成するいろいろな組織や器官の

発達は18歳頃がピークで、殆どが20歳頃までにほ

ぼ完成すると言われ、その後、身体の諸機能は加

齢と共に徐々に低下していくと言われている5)。

身体機能充実にとって重要な時期の新入学生に

対し、健康教育の一環として、受験の影響を早期

回復に導き、より身体機能の充実を図るべき生活

態度の変容を促し、身体活動量の積極的な増加を

図らせることは現在および将来の健康体の獲得に

重要と考える。この様な目的を持って学生の資質

に応じた健康教育と指導を考案、実行しようとす

るならば、学生自身の健康や体力の意識や実態を
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把握することは必要不可欠である。また、学生自

身にとっても自らの健康や体力について認識する

上でも有益である。

そこで、本研究は新入大学生の健康、体力に関

しての自己意識水準をアンケート方式で調査し、

その実態を明らかにして、今後の健康教育への基

礎資料を得ることを目的とした。

方法

対象者は1997年および1998年に入学し、身体運

動を規制されない健康な新入学生を対象として、

入学年次の4月下旬から5月上旬の授業時に質問紙

による自己記入調査をおこなった。対象者数は男

子151名、女子102名の計253名であった。調査時

の平均年齢は男子が18.5土0.7歳、女子が18.4:t

0.7歳であった。

本報告では調査した質問のうち入学後における

健康、体力の自覚的症状に関した項目と運動の量

に関した項目を選択した。男子および女子の集計

は単純集計とした。男子と女子の差異はF検定一

等分散の検定をおこない、各項目での男女の意識

の違いを検討した。

結果と考察

(1) 自己の健康意識と体力意識

図lは今回の調査対象となった大学生(男:

151名、女102名)が自己の健康の自信度をどのよ

うに意識し、評価していたかを示した。

。崎 20砧 40同 60% 80% 100% 

全体

男子

女子

図1 健康の自信に対する自己評価

健康状態に対する自信度で「非常に自信有

り」、 「やや自信有りJの健康状態に対する自信

の有る者は約 2割で男子が21.2%、女子が22.5%

であった。逆に、 「自信のない者」は男子が31.8

%、女子が28.5%で男女とも 3割の者が健康に対

して自信がないとし、 「自信ありJとする者より

もポイントが上回っていた。この「自信がない」

とする傾向は池上ら引、夏目ら 6)の調査よりもポ

イントが高い傾向であった。健康に対して「普

通」としたものは男子が47.0%、女子が49.0%で

あった。男子と女子の意識の差には統計的な差は

認められなかった。

図2は自己の体力の自信度をどのように意識

し、評価していたかを示した。

。% 20% 40拍 60% 80% 100肺

全体
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図2 体力水準の自信に対する自己評価

体力の自信が「非常にあるJ、 「ある方J と回

答したものはそれぞれ男子が1.3%と5.3%、女子

が2.0%と3.9%で非常に低いポイントであった。

反対に体力の自信が「非常にないJ、 「ない方」

と回答したものはそれぞれ男子が28.5%と31.8

%、女子が41.1%と27.5%で、両国答を合わせる

と男子が60.3%、女子が68.6%と非常に高いポイ

ントを示した。特に、女子は体力への自信で「非

常に無い」に約4割いたことには驚きである。

男子と女子の意識の差には統計的な差は認めら

れなかった。

今回の調査ではどのような観点から判断して回

答したのか分からないが、入学当初の調査であっ

たことから受験の準備で身体活動量が相当低下し

ていたために、体力的な負担感を感じていたので

あろう。図3と図4は入学前の受験準備時におけ

る活動量に対する意識とスタミナに対する意識に

ついての集計である。両図に示されているよう

に、受験準備時の活動量とスタミナには不十分な

意識であったことがうかがえる。岡本ら 7) は自分

の健康状態の意識と体力の有無の意識とが正の関

係にあるとの報告をしており、本調査においても

岡本ら 7)の報告と同様の傾向にあったものと思わ

れる。



新入学生の健康・体力。運動に関する意識調査

0% 2田6 40% 60% 80% 1口口同

1.6 ロ非常に多い

" "やや多め

回やや少ない

調非常に少ない

男子

寸
(ー)

女子
山」

図3 入学前:日頃の身体活動量の自己認識
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図4 入学前・身体活動時の呼吸循環器系への負担感

(2 )疲労感について

図5は日頃の生活において肉体的疲労感を感じ

るかいなかについて示したものである。 i殆ど疲

労を感じない」とする者は男子が29.1%、女子が

24.5%であった。 i持々感じる」とする者は男子

が65.6%、女子が66.7%であった。 i頻繁に疲労

を感じる」とする者は男子が5.3%、女子が8.8%

で全体としてみても6.7%とかなり低いポイントで

あった。しかし、 「ときどきは肉体的な疲労を感

じているJとする者を含めると入学当初には 7割

の者が疲労感を体験していることになる。

0% 20% 4口% 60% 80% 100日

主体

ロ殆ど輯い

回時々感じる

園頻繁に感じる

里子
『
“
自
(
」女子

図5 日常生活での肉体的疲労感の自己認識

図6は疲労に伴って日常生活で腰、背中、膝な

どの部位に痛みが発生していないかの回答を示し

たものである。 i痛むことは無い」とする者は男

子が74.8%、女子が69.6%で多くの者が痛みの症
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状を持たないことが分かった。しかし、男子の

25.2%と女子の30.4%は「時々痛むことがある」

や「頻繁に痛む」としており、肉体的な疲労の蓄

積で心身的な疾病の起因とならないような生活指

導や疲労回復法に関する教育指導を早めにおこな

うことは意義あるものと考えられる。両項目にお

ける男女間の自覚的意識の差異は認められない。

0% 20田 40% 60% 80抗 100伯

全体

ロ全くない

白あまり需い

国時々痛む

i 闘頻繁に痛む

男子

寸
L (ー)
」女子

図6 日常生活で腰、背中、膝に痛みを伴う症状の有無

( 3)脚筋と呼吸循環器系に対する負担感

図7は日常生活行動(階段の昇降持や登坂時の

行動)の脚筋に対する負担感についての意識回答

を示したものである。全体的な分布においては男

女間での差異は認められなかった。

「全く感じない」と「あまり感じない」のそれ

ぞれに回答した者は男子が11.9%と53.6%、女子

が8目 8%と43目 1%であった。逆に、 「負担を感じ

る」と「少し負担を感じる」とする者は男子が0.7

%と33.8%、女子が2.0%と46.1%で女子の方が

15ポイントほど高い値を示していた。男子の約 3

割、女子の約 5割の者が日常生活でも筋肉への負

担感を訴えている。

0% 20% 40日 60% 80% 100% 

図7 階段の昇降や登坂時の筋肉への負担感

脚の筋肉は下肢筋肉の静脈血を心臓に環流させ

るためのポンプ作用をする働きを担っている側面

がある針。図 8は立位姿勢時のおいて立ち舷みの

経験の有無について回答した結果である。男子、
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女子それぞれ約17%の者が「良くあるJ、 「時々

あるJとしていた。

これらの要因として、受験準備時での活動量の

不足が筋機能の維持向上を阻害させ学生の筋力不

足を反映しているものではないだろうか。さら

に、これらの様相は前述の疲労感の有無の結果に

相乗的に係わっているものと思われ、筋の役割や

機能改善を促す教育の意義は大きいと考える。

。拍 20帖 40% 6日目 80目 100% 

全体

回無い

Eあまり簡い

翻時々有る

↑ 回よく有る

男子

女子

寸
(
」

図8 立位姿勢時における立ち舷みの有無

図9は日常生活行動(階段の昇降時や登坂時の

行動)の呼吸循環器系に対する負担感についての

意識回答を示したものである。全体的な分布にお

いては男女間での差異が認められ (pく0.05)、女

子の方が日常の行動でも息切れや動俸を伴い、呼

吸循環器系への負担感を感じていた。

口同 20馳 4口% 60% 80% 100帖

全体

寸
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」

回全くない
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里子

女子

図9 階段の昇降時や登坂時での呼吸循環器系への負担感

男女別に見ると「全くない」、 「あまり息切れ

しない」とする者はそれぞれ男子が9.9%と50.3

%、女子が2.0%と26.5%であった。 i動停や息切

れが激しい」、 「すこし息切れする」と回答した

者はそれぞれ男子で0.7%と39.1%、女子で6.9%

と64.6%であった。女子で動停や息切れを感じる

者の割合は短大生の資料日)に比べると35ポイント

程上回る傾向にあった。この質問項目は岡本ら7)

が示したように、健康や体力水準の自己意識のレ

ベルを反映する要因でもあることから、新入学生

に対する呼吸循環器系への健康指導を重点課題に

すべきではないだろうか。

(4 )運動・スポーツの実施、身体活動量の変化

図10は授業以外の運動 e スポーツにより健康的

な身体づくりを行っているかの意識回答を示した

ものである。男女別では「週 1回以上」実施して

いる者は男子が39.0%、女子が23.5%であった。

田'0 20% 40% 6伊， 80同 10mノ。

全体

男子

女子

図10 スポーツや遼動の実施状況

一方、 「月 1~2 回程度」とする者は男子が

11.3%、女子が9.8%であった。また、 「していな

い」とする者は男子が49.7%、女子が66.7%で、

男女とも半数以上の新入学生は殆ど運動をしてい

ないことがわかった。運動しない傾向は、男女間

での差異が認められ (pく0.05)ることから女子は

男子よりも多くの者が運動・スポーツの機会を

絶ってしまっている傾向であった。

図11は受験準備期の時と比べて身体活動量がど

う変化しているかの意識を示したものである。

。% 20% 40% 60% 80% 1口口%

女子

図11 一年前との身体活動量の主観的比較

「かなり増加した」、 「やや増加した」とする

者は男子が13.9%と29.8%、女子が8.8%と35.3%

で約40%あった。 i変わらない」とする者は男子

が22.5%、女子が33.3%であった。 iかなり減っ

たJと「少し減った」は男子が21.9%と11.9%、

女子が11.8%と10.8%であった。入学前には受験
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女子が11.8%と10.8%であった。入学前には受験

準備ということから必然的に運動の機会が減少す

る傾向があろう。このことを踏まえると、入学時

に入学前と活動量が変わらないとするのは、身体

的な機能改善を促す側からすれば活動量減少グ

ループとほぼ同様の扱いで良いと考える。した

がって、多くの新入学生には早期に活動量の十分

な確保をし得る教育的配慮が不可欠ではないだろ

うか。

まとめ

身体運動を規制されない健康な大学生を対象

に、入学年次の4月下旬から 5月上旬に健康、体

力、運動に関しての自己記入による意識調査を行

い次の点が明らかとなった。

1)健康状態に対する自信度の有無については男

女とも約20%が「自信あり」、約30%が「自

信なし」という意識をもっていた。

2)体力水準に対しての自信度の有無については

男女とも約6%が「自信ありj 、約60%が「自

信なし」という意識をもっていた。

3)肉体的疲労感については男子で約30%、女子

で約25%が「殆ど疲労を感じないJとした。

しかし、男女とも約70%の者は肉体的に「疲

労を感じる」ことがあると意識していた。

4)疲労に伴う腰や背中あるいは膝などの痛みは

男子で約25%、女子で約30%が「痛むことが

ある」としていた。

5)日常生活行動において筋肉への負担感を意識

している者は男子が約30%、女子が50%で

あった。

6) 日常生活行動において呼吸循環器系への負担

感を意識している者は男子が約40%、女子が

70%であった。

7)運動の実施状況は「週 1回以上実施してい

る」とするものは男子が約40%、女子が約20

%で、他の殆どの者は運動をしていない傾向

であった。そして、受験準備期の時と比べて

も日常の活動量はさほど変化している様相で

もなかった。

8)今後の健康状態や体力水準の改善をより促す

健康教育の必要性が認められた。
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別表 1 調査用紙

大学生の健康・体力・生活状況および運動に関する調査

この調査は学生の健康や体力状態、日常の生活状況および運動の実施状況における意識などについ

て調査し、今後の指導に役立てようとするものです。ありのままを正確に答えて下さい。この結果は

すべて統計的に処理しますのであなたに迷惑をかけることはありません。ご協力お願いいたします。

F1) 学年: F2)学部、科: 学部 科

F3)番号:

F4)氏名: ~)性別: 男 、女 F6)年齢: 歳(4月1日現在)

1.過去の運動部活動についてお答え下さい?。

1)中学時の課外一運動部活動 期~.............................)....' . . . . . . . . . . . 1) [コ
1.していなかった Z途中で止めた 3白 3年までやった

官一日の活動時間= 時間位 入部~退部まで通して= 日位

2)高校時の課外一運動部活動 建~.....(.............................)...' . . . . . . . . . . . 2) [コ
Lしていなかった Z途中で止めた 3. 3年までLゃった

官一日の活動時間= 時間位 入部~退部まで通してz 日位

n.この4月までの約一年間位の状況についてお答え下さい?。

a)過去一年間の運動実施状況をお答えください (学校体育の時聞は除外)。

3)運動やスポーツで丈夫な身体づくりを口いましたか? 叩コ
Lしていなかった Zたま~にしていた 3.時々していた 4良くしていた

4)運動実施の頻度は? ぺコ
Lしていなかった Z月1-2回程度 3目週1回程度 4週3回以上

5)運動実施の時間は? .......................... 5) [コ
Lしていなかった 2. 20-30分程 3. 30分-1時間 4. 1-2時間 5. 2時間以上

b)過去一年間の身体運動に対する対応・反応に関してお答えください。

6)身体を動かすこと(運動)は好きだったか?，嫌いだったか? 任コ
1.非常に嫌い Zやや嫌い 3.やや好き 4非常に好き

7)階段の昇降や小走りに動いた時の呼吸循環系の反応はどうでしたか? .•. 7)仁コ
1.動J降、息切れが頻繁 Z少し息切れした 1殆どなかった 4全くなかった

8)階段の昇降、登坂時、日常の活動での筋肉への負担感はどうでしたか? ・. . 8) I I 
1.よく疲労を感じた Z少し感じた a殆ど感じなかった 4全く感じなかっ五

9)主にどの様な移動手段で通学していましたか? •............. 9) I I 
1.乗り物が主 Z乗り物と歩行がほぼ同程度 2歩行が主
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c)過去一年間の食事に関してお答えください。

10)一日の食事噛土山川，? ....................10)[コ

1.小食な方だった(少な目) ι普 通 3.良く食べる方だった(多目)

11)普段の食事の食べ方はどうでしたか? .•.•...•.••.•••... 11)仁コ
1.良く噛まない方 (10回位) 2.普 通 (20~30四位) 3十分噛んでいた (30回以上)

ω普段 の食事の一町一寸 ω[コ

l 早い方だつた (ω5~1叩O分位) 2.普 通 (ι10~1日5分{位立) 3ゆてワコくりだつた (ω15分以上)

ω普鞭段の崎食事斡のパランスはどうで

1.悪かつた、悪い方だワた Z普 通 4目良い方、良かつたと思う

H凶)普蹴段の吋食事軒時欄間悶則性叩で

1.不規則な方だつた Zすこ~し不規員財Uな時があつた(普通) 3.規則的だつた

川夜欄潤食針を摂脚取山'1札まιし比たか刊? ω15) [口コ1.良く食べていた Zたま~に取る時があった(普通) 3ほとんど取らなかった

d)過去一年間の晴好、身体感や身干料犬況に関してお答えください。

16)喫煙状況はどうでしたか? ωEコ
1. 20本/日以上 2. 20~10本/日 3. 10本/日以下 4.吸わなかった

同問状況はどうでしたか? ω仁コ
1良く飲んだ 2少しは飲んだ 3飲むことはなかった

日 ) ス ト レ 刈みの有無は山川、? 凶[コ

1.非常にあった Zややあった 3.殆どない 4全くない

日)日頃の身体活動量感をどう感じていましたか? ωEコ
l非常に少ない Zやや少ない 3やや多い 4非常に多い

20) 日間活リ刈土 ど う ー ミ ? ・ 20)口
1.不規則な方だった 乙やや不規則な時があった(普通) 3規則的だった

21)就寝の時刻は川町、? .•.•.•...•••••••••.... 21)口
l不規則な方だった Zやや不規則な時があった(普通) 3.規則的だった

制睡眠状態はどうでしたかっ ωEコ
1. U眠民れないことが良くあワた Zやや眠れない時があつた(普通) 3白何待も良く眠れた

2削3ω) 日時常の性生蛸活肘で腰叩、同恥悶膝蜘問の哨関臨閥蜘蜘宣節飢俳百れ恥同に晴叩こ靖痛

1.良く痛むことがあワた Z時々あつた 3.あまりなかつた 4なかつた

判長く立っていて気間帯くなったこと…川、? •.•.•.•.• 24)口
l良くあった Z時々あった 3あまりなかった 4.なかった

25)胃腸のコンディションはどうで山斗 25)口
l良くこわした Z時々こわした 3あまりなかった 4こわさなかった

26) 日頃の生活での肉体的疲労感はどうでしたか? •••..••••.•... 26)仁ゴ
L頻繁に疲労感があヮた Zやや疲労感を感じる時があった 1殆と号無かった
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27)体力に自信は有りましたか?

1.無かった Z普通

27) [コ
3.有った

28)健康に自信は有りましたかっ 口l無かった Z普通 3有った

m.最近の状況についてお答え下さい。

制深夜川 バイトを川町、? バコ

1.週3日以上している Z週l回くらい 3 月 1~2回くらい 4 していない

30)一年 前と比べて日同体活動品川町 ・ 30)口
1.かなり滅った Z少し減った 3変わらない 4やや増した 5かなり増した

31) 問、ストツや運動で健康吋体づくりに励問、ますかっ 31)口
1していない 2 月 1~2回程度実施 3.週l回程度実施 4週3回以上実施

叫階段の昇降や小走りに動いた時の呼吸循環系の反応はどうですか? •.•. 32)仁コ

L動↑季、息切れが激しい Z少し息切れする 3あまりしない 4全くない

制階段の昇降、師、日常の活動での筋肉への負担感はどうで川? ω[コ

L良く負担を感じる Z少し感じる 3あまり感じない 4全く感じない

刊日常生活時に腰や背中山の関節に痛みを伴うことがありますか? 叫)[コ
1.頻繁に痛む Z時々痛む 3あまりない 4全くない

回日頃の生活で肉体的疲労感はどうですか? ..••.••••....••• 35)仁コ

1.頻繁に疲労感がある 2やや疲労感を感じる時がある 3.殆ど無い

36)一年前と比べて食事の量はどうですかっ 36) [コ
Lかなり増えた Z少し増えた 3.変わらない 4少し減った 5.かなり減った

37)一年前と比べて食事のバランスはどう叩斗 37)口
1悪くなった 2少し悪くなった 3変わらない 4少し良くなヮた 5田良くなった

制現在の喫煙状況はどうですか? 制〔コ

1. 20本/日以上 2. 20~10本/日 3. 10本/日以下 4吸わない

制長く立つ山と気持ちが悪くなったことがありますか? ......... 39)口
1.良くある 2時々ある 2あまりない 4ない

40) 胃腸のコンデイシヨンはどうですかっ 40)仁ゴ

1良くこわす Z時々こわす 3あまりこわさない 4こわさない

41)現在の体力同信は有ります判 41) [ コ

1非常にない Zやゃない 1普通 4やゃある 5非常にある

42)現在の健康に自信は有りますか? 叫)[コ
1非常にない Zやゃない 1普通 生やゃある 5非常にある

日)現在の身体形成に大きく影響したと思われる酬はいつ頃と号、いますか 43) [ コ

1田中2 2.中3 3高1 4高2 5.高3

お疲れさま園・・ご協力有り難うございました。

P. 3/3 


